
 

        

 

 

 

 

                                                

 

「今」を大切に生きるということ  

副校長  治田 修幸 

 師走を迎え、今年も残すところわずかとなりました。中学生のみなさんにとっては、期末テ

ストを終え、冬休みを心待ちにしている頃かもしれません。さて、今回は、私自身の身に起こ

った出来事を通して、みなさんへ伝えたい大切な話をさせてください。 
 

先日、私が教師になって、初めて中学３年生の担任をした時のクラスの教え子の訃報を受け

取りました。彼はわずか38歳という若さで、あまりにも突然、この世を去りました。 

彼は、小学生の頃からの夢を叶え、電車の運転士として誇りをもって仕事をしていました。 

彼が中学校に在籍していた頃、進路面談で「将来の夢は何ですか？」と尋ねると、彼は少し

照れながらも、いつも迷わず「電車の運転手です」と答えていました。その真っ直ぐな瞳を今

でも鮮明に覚えています。 

彼は、中学を卒業後、自分の夢に向かって、一つ一つ必要なステップを踏み、努力を重ね、

決して諦めませんでした。そして、彼が夢を叶えたと聞いた時、教師としてこれほど嬉しいこ

とはありませんでした。 
 

彼の人生は短かったかもしれませんが、私たちは彼の生き方から、二つの大

切なことを学ぶことができます。 
 

「夢に向かって真っ直ぐ進み、努力する姿勢」 

どんな夢であれ、それを目標として掲げ、努力を積み重ねて実現させること

は、本当に素晴らしいことです。彼はまさに、自分の夢を叶えるために努力を惜しまなかった

見習うべき存在です。みなさんも、今見えている将来の目標や、今取り組んでいる学業や部活

動に対して、彼のように熱意を持って向き合ってほしいと願っています。 
 

「周りの人を大切にする心」 

彼は中学生の頃から、いつも明るく、周囲を笑顔にしてくれるムードメーカーでした。その

人柄は大人になっても変わらなかったのでしょう。お通夜には、本当に驚くほど多くの人が訪

れました。涙を流す人がいる一方で、彼の思い出話になると、皆が笑い出すような、まさに

「涙あり、笑いあり」の、彼らしいあたたかい会でした。それは、彼が常に周りの人を大切に

していたことの証であると同時に、多くの人に愛され大切にされていたことの証です。 
 

彼の突然の死を前にして、私は改めて「人生は何が起こるかわからない」ということを痛感

しました。明日という日が、あたりまえに来るとは限らないのです。 

だからこそ、私たちは「今」を大切にしなければなりません。 
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今、精一杯勉強すること。 

今、クラスや部活動の仲間と汗を流すこと。 

今、家族や友人に「ありがとう」と伝えること。 

「あの時、もっとやっておけばよかった」「あの人に、もっと優しく 

すればよかった」と、後悔することのない生き方こそが、最も大切だと強く感じました。 
 

自分の命は、自分一人のものではありません。みなさんが毎日を健康に過ごし、夢を追いか

けられるのは、必ず誰かの支えがあるからです。 

どうかみなさん、自分自身を大切にしてください。 

そして、周りのご家族や、友達、先生といった、あなたを大切にしてくれる人を、同じよう

に大切にしてください。 

冬休みを控え、慌ただしくなりますが、一日一日を大切に、感謝の気持ちを忘れずに過ごし

てほしいと願っています。 
 
 
 
 

連 合 マ ラ ソ ン 大 会 （８組） 

１０月３０日（木）に、８組が「連合マラソン大会」に参加

しました。 

この日のために、生徒たちは体育の時間で長距離走の練習をこ

つこつと重ねてきました。最初は走りきることが難しかった生

徒もいましたが、「最後まで諦めない」という目標を胸に、互

いに励まし合いながら地道な努力を続けました。 

本番では、参加者全員が力強く走り切り、見事完走すること

ができました。中には上位入賞を果たす生徒もおり、日々の頑

張りの成果を発揮しました。この行事をとおして、生徒たちは

粘り強く努力を続ければ、自分のもつ力を大きく伸ばせること

を実感できたようです。今回の経験を今後の学校生活にも活か

し、さらに成長していくことを期待しています。 

 

ま ち や ま 祭 （幼小中高合同文化祭） 

１１月１５日（土）、都立山崎高校が主催する「まちやま祭

（幼小中高合同文化祭）」に、本校の生徒８名が代表として参加

しました。この文化祭は、町田山崎団地の地域活性化を趣旨とし

て開催されており、近隣の幼・小・中・高校生が一堂に会する貴

重な機会となりました。 

参加した生徒たちは、ステージイベントの１つとして開催された SDGs や山崎団地に関するクイ

ズ大会に出場。これまでの学習と日頃の地域への関心を活かし、見事に優勝を果たすことができ

ました！ 

この文化祭への参加が、生徒たちにとって、改めて地元の良さや魅力を発見し、地域を深く理

解する大切なきっかけとなるといいですね。 

 

 



セ ー フ テ ィ ー 教 室 

１１月１８日（火）、セーフティー教室として、「スタントマ

ンを活用した自転車安全教室」を実施しました。この教室は、単

にルールを伝えるだけでなく、なぜそのルールがあるのか、その

危険性を実感として捉えることが、生徒一人ひとりが交通ルール

を自律して守る姿勢を身につけるための大きなきっかけとなるこ

とを目的としています。当日は、交通事故の衝撃的な再現を目の当たりにすることで、生徒たち

は自転車のルール違反がどれほど危険かを、視覚的に深く理解することができました。 

自分の命、そして相手の命を守るために、今後も、交通ルールをしっかり守るとともに、交通

事故などに遭わないよう、ひとりひとり注意していきましょう。 

 

保育園での読み聞かせ体験～ゆめのきより～ 

１１月４日（火）に、ゆめのきの生徒たちが地域連携活動の一環として、山崎保育園で園児た

ちへの「読み聞かせ」を行いました。 

本番に先立ち、生徒たちは木曽山崎図書館で園児の顔を思い浮かべながら、年齢に合った絵本

や紙芝居を慎重に選びました。「うまく読めるかな？」と不安な声もありましたが、「楽しんで

もらいたい」という一心で練習に励みました。 

当日、絵本を構えると園児たちのざわめきがピタッと止まり、

会場は絵本の世界に入り込む温かい雰囲気に包まれました。緊張

しながらも最後まで読み進め、読み終えた生徒たちは園児たちか

らの大きな拍手に安堵と達成感で表情を輝かせました。 

園長先生からは「園児たちは楽しみに待っています。またいつ

でも来てください」という嬉しいお言葉をいただきました。生徒

たちにとって、貴重な交流の機会となりました。 

☆２学年職場体験、ゆめのき宿泊体験学習については、次号に掲載予定です！ 

 
 
 
 

【卓球部】 

町田市1年生大会 女子シングルス 塩入 友杏さん  ５位 

 

【陸上部】 

町田市民スポーツ大会陸上競技大会 女子中学１年走幅跳 伊藤 柚葉さん 優勝 記録 4m02 

 

【ソフトテニス部】 

町田市ジュニアソフトテニス選手権 
男子２年生の部 五十嵐 光星さん・内池 奏佑矢さん 優勝 

女子１年生の部 杉山 愛來さん・長島 実のりさん 優勝 

 

【連合マラソン大会】 

男子2100mの部 老沼 波希さん 3 位 

女子 2100mの部 亀掛川 愛佳さん 2 位 

 

 



☆１月開催の「町田市公立小中学校作品展」のチラシ・パンフレットに山中生の作品が掲載されます！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ☆１２月の予定☆ 
  

1 月 三者面談 11 木 中央委員会 学校運営協議会 21 日  

2 火 全校朝礼 三者面談 12 金 お楽しみ会(8) 未来塾 22 月  

3 水 三者面談 13 土   23 火  

4 木 三者面談 14 日  24 水 大掃除 給食終  

5 金 三者面談終 未来塾 15 月 心のアンケート 25 木 終業式 安全指導 職員会議 

6 土   16 火 生徒会朝礼 26 金 冬季休業日始 

7 日   17 水 職員会議 27 土 学校閉庁日始 

8 月   18 木 避難訓練 28 日  

9 火 一斉委員会 19 金 移動教室保護者会(１年⑥カット) 未来塾 29 月  

10 水   20 土   30 火  

      31 水  
 

山田 真愛さんの作品 

グェン ハー アンさんの作品 

第39回 

町田市立公立小中学校作品展 
 

○中学校美術作品展 

2026年1月16日（金）～ 

1月25日（日） 

※1月19日（月）休館 

平日 １０：００～１７：００ 

土日 １０：００～１７：３０ 
 

会場：町田市立国際版画美術館 


